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一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

校
長
鈴
木
陽

P
T
A

会
員
の
皆
様
の

一
年
間
に
わ
た
る
ご
尽

力
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

学
校
の
教
育
活
動
は
学
校
組
織
だ
け
で
は
十
分

な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
を

支
え
て
く
だ
さ
る
、
平
野
会
長
様
を
は
じ
め
と
す

る

P
T
A

の
皆
様
の
活
動
が
、
西
葛
西
小
学
校
に

と
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す

。

米
国
の
実
業
家
で
フ
ォ
ー
ド
・
モ
ー
タ
ー
の
創

始
者
で
あ
る
ヘ
ン
リ

i

・
フ
ォ
ー
ド
は
、
「
あ
な

た
が
で
き
る
と
思
え
ば
で
き
る
。
で
き
な
い
と
思

え
ば
で
き
な
い

。

ど
ち
ら
に
し
で
も
あ
な
た
が
思

っ
た
こ
と
は
正
し
い
。
」
と
言
い
、
「
自
分
の
好
き

な
こ
と
、
で
き
る
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
。
」
と
も

言
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
く
て
も
た
く
さ
ん
の
で
き

る
こ
と
を
集
め
れ
ば
、
大
き
な
一
つ
の
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

西
葛
西
小
学
校

P
T
A

の
活
動
も
こ
れ
に
通
ず

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
そ
れ
ぞ

れ
の
で
き
る
こ
と
を
結
集
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と

い
う
実
感
が
あ
り
ま
す

。
会
員
お
一
人
お
一

人
の

持
て
る
能
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
も
児
童
の
た
め
に
お
力
を
お
貸
し
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
O

一
九
年
を
迎
え
ま
し
た
。

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

。

昨
年
の
十
二
月
に
は
、
恒
例
の
「
げ
ん
き
ま
つ

i

り
」
を
開
催
す
る
事
が
で
き

、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

同
一
多
数
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た

。

P
T

M一A
会
員
の
皆
様
の
日
々
の
お
力
添
え
に
感
謝
申
し

P

一
上
げ
ま
す

。

一
ま
た

三
月
に
は
、
六
年
生
及
び
保
護
者
の
方
々

一
に
よ
る
「
感
謝
の
つ
ど
い
」
が
あ
り
、
六
年
生
は
、

一
も
う
す
ぐ

「
卒
業
式
」
を
迎
え
ま
す

。

六
年
生
、

一
先
生
方
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
忘
れ
ら

一
れ
な
い
思
い
出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う

。

一

P
T
A

活
動
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
の
は
、
本

一
部
役
員
や
常
置
委
員
の
み
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も

一
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
保
護
者
の
皆
さ
ま
一
人
一

一
人
の
お
力
添
え
に
よ
っ
て
の
も
の
で
す
。

一
今
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
す
が
、
子
ど

旦
も
た
ち
の
た
め
に
、
更
に
よ
り

よ
く
充
実
し
た
活

日
一
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

日
一
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
一

成
一

平
一
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採
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大
会

a
(
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) 

十
副
（
本
）

一
月
九
凪
（
み
や
）

十
一

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
ど
の
児
童
も

真
剣
な
表
情
で
、
お
手
本
を
見
な
が
ら

一
文

字
一
文
字
丁
寧
に
書
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。



平成 3 1 年 3 月 1 1 日（2)
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5 年生は 3 泊 4 日で、ウインタースクールに行ってきました。スキーや雪遊び、雪上運動

会など、雪国でしか味わえない経験をしました。また、震災講話では、「防災」についての

お話を事前学習と結びつけて聞きました。体育館レクや雪上運動会は係児童が企画・運営し

大盛り上がりの大成功でした。初めての宿泊行事で自分のことを自分でやり、友達と過ごす

時間はとても貴重なものでした。この経験を 6 年生になる 準備と して、この 1 ヶ月で生かし

ていきたいと思います。（文・ 5 年担任加藤大輔先生）

野口英世記念館にて

流紋焼き体験

識も

モヶ

5 年生ウインタースクール
2/5 （火）～ 2/8 （金）

震災講話

雪遊び・雪上運動会

おみやげ購入・昼食

スキー教室・体育館レク（キャンドルサービス）

流紋焼き体験・雪上運動会

スキー教室

PT A広報

雪遊び

匝詞
学校出発→宿舎到着

野口英世記念館見学

福島出発→学校到着

μ占宮－－ ~－今ブ；恥

体育館レク

震災講話

目
白
目
白

日
日
日
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券
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品
業

義務
義務

10 月 7 日（目〉宇喜田グランド
PTA 球技大会ソフトボールの部が行われました。
校長先生も見守る中、森先生も参加され、部員とともに熱戦を繰り広げました。

1 1 月 1 1 日（日〉スポーツセンター
パレーボールは大久保先生が参加され、 2 年連続優勝という素晴らしい結果となりまし
た。バドミントンは川島先生・翼坂先生が参加してくださいました。善戦の結果、惜し
くも入賞には眉きませんでしたが、次回も頑張ってください！

1 1 月 1 1 日（日）西葛西小学校
今年度は西葛西小学校の体育館で車球の試合が行われ、野原先生が参加してください
ました。部員はほぼ全員初出場と言う事で、チーム全員が緊張していましたが、副校長
先生、成人委員の皆さん、 OB ・ OG の方々のたくさんの応援もあり、 5 位という成績を残
せました。

秋晴れの下、各大会に参加したお父さん、お母さんが全力でスポーツに打ち込む姿は
とても感動的でした。来年の更なる好成績を期待しています！

/ 
、第 34 固葛西北地区小 P 連球技大会

PT A広報
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PT  A広報 平成 3 1 年 3 月 1 1 日（ 4)

PT A 主催のげんきまつりが、晴天の中開催されました。
今回、新しいコーナー「将棋教室」や「空気砲をつくろう！」
も加わり、ミニ運動会やミニゲーム、模擬店やバザー等、楽
しい催しに大勢の子供たちゃ保護者でにぎわいました。

空気砲をつくろう！

焼きそば む

担任の先生から贈る言葉

喜びいっぱい
幸せいっぱいな三年間
大好きだよ
夢いっぱい

キラキラ輝く

光のように
ロマン溢れる人生を！

1 組吉田行宏先生

未来へ向かつて

奇跡を起こせ！！
さあ、いよいよ旅立ちのとき。
遠くへいっても

これからもずっと応援してるよ。

3組三木

色々な人との
別れは寂しいと思いますが、
たくさんの人との新たな出会いを
大事にしてください
いつも一生懸命な
君たちに幸あれ

2組岩田大希先生

いつも明るく楽しい学年
失敗しでもくじけない
一致団結ワイワイと
誰が何と言おうとも
一番最高西小 6 年
力一杯前へ進め！

4組石井

本年度最後となる「いちょう 1 2 4 号」では、先生方や保護者の皆さまのスホ。
田昌他昌『ハ｜ーツを楽しむパワフルな姿や子どもたちの生き生きと活動する姿などに触れる
編集後記／／｜
一一一一／／｜ことができ、取材にあたった我々も元気をもらうことができました。

ノヘノヘ八Y I 1 年聞を通じて皆さまのご協力に心より感謝申し上げます。 広報委員一同




